
場　所 対　象

所要時間 人　数
時　期 天　候

活動の流れ

草木染め

創作のやかた 小学生以上

２時間程度 ３０人程度
通　年 随時

少年自然の家が貸出可能な物（材料を含む） 団体(個人)が準備する物　※参考

　 備　　考

概　要
(セールスポイント)

・玉ねぎの皮などを使った草木染めを行
う。
・輪ゴムや割り箸などで染める布を縛るこ
とによって色々な模様をつけることが出来
る。

諸条件

活動の
教育的効果

・制作を通して豊かな感性や想像力等が育成される。
・自然の素材を活用し生活を豊かにする力を身につける。

準備する物

□ガスコンロ・鍋・ざる・水
□染料の植物（玉ねぎの皮など）
□媒染剤（みょうばん）  □さいばし
□輪ゴム・割り箸・油性ペン　　□ゴム手袋
□はかり・計量カップ
□物干し台　　　　※用具は数に限りあり

□材料費（1５０円）
□染める布等（綿や絹、ウールのハンカチ
やスカーフなど）

事　前
準　備

□染める布等（綿や絹、ウールのハンカチやスカーフ
など）に個人の名前が分かるようにタグをつけ、各自
の名前を油性ペンで書きこむ

グループ
活動

□輪ゴムや割り箸などで模様をつける方法や、染色
方法の説明を聞く。
□各自自分の布の模様をつける。
□染色液、媒染液を準備し、染色～媒染を行う。
□輪ゴムなどを外し、水洗いをしてから物干し台に干
す。

□引率者の配置
□グループ分け

ふりかえ
り

□出来上がった作品をグループ内で鑑賞する
□使った道具や身の回りの片付けをする

終　了

□借りた用具や室内の清掃を行う。
□活動のふりかえりを行い，感じたことを発表する
□各団体の目的に応じた事後指導を行う。
□乾いたら持ち帰って学校や自宅でアイロンをかけ
て仕上げる。

想定される
リスク

□作品作りがうまくできない参加者への支援をする。
□ガスコンロでお湯を沸かすので火傷しないように注意する。
□名前のタグが取れてしまい、誰のものかわからなくなる。
□模様をつける時に細かく畳みすぎて表面しか染まらない場合がある。

指導の
バリエーション

□輪ゴムや割り箸のかけ方で模様の違いが出ることを体験する。
□作品をお互いに鑑賞し合って楽しむ。

活動内容
(手順)
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